
【社会】 ＜中学校 第２学年＞

１ 結果のポイント

○「地理的分野」について、統計資料等からデータを正しく読み取り、それらを基に適切に考える
力をみる問題では正答率が８０％を上回っている。
●複数の資料から読み取ったことを基にして、中国の工業がどのように変化しているのか自分の考
えを記述する問題や、面積の数値を基に、日本の国土における｢山地と丘陵地｣が占める割合を計
算してグラフ化する問題では正答率が５０％を下回っている。

○「歴史的分野」について、百姓一揆や打ちこわしの発生件数のグラフから、江戸時代の農民の様
子を読み取る問題では正答率が８５％を上回っている。また、資料から明治政府の政策の内容に
ついて選択する問題では正答率が７０％程度である。
●江戸時代の文化や大日本帝国憲法の内容やしくみについての理解をみる問題、歴史上の大きなで
きごとが起きた場所を地図上で適切に示す問題、江戸時代や日露戦争時の外国とのかかわりにつ
いて考えたり、自分の考えを記述したりする問題では正答率が５０％を下回っている。

２ 結果の分析

（１）「知識・理解」の力をみる問題の例

＜問題＞ ４の６

４ ６ はるかさんは，年表中のｆには，中華民国が成立するまで中国を支配し，1894 年に日本と戦争
（Ａ戦争）をした王朝が入ることに気付きました。年表中のｆ にあてはまる中国の王朝名（国

名）を漢字で書きなさい。（※年表は略）

＜結果＞ 正答率 ５９．４％ （正答…清）

＜分析＞

この設問は、「近代日本の歩みと深いかかわりのある中国の王朝名を正しく理解しているか」

をみる問題である。無回答率が１５％程度あり、昨年度の類似問題より正答率が約２０ポイント

低くなっている。その要因として、中国の王朝名を漢字で書くことを求めたことなどがあげられ

る。人物名や国名等、基本的な用語は、漢字を使って書くことができるように指導する必要があ

る。２の１（２）「太平洋側と日本海側の気候に違いを生み出している原因を正しく理解してい

るか」をみる問題の正答率は、昨年度の類似問題よりも向上しているものの６０％を下回ってい

る。冬の季節風の様子を示した図を基にした理解が不十分であったといえる。２の２（３）「川

の働きによってつくり出される地形について、地形図をもとに理解しているか」をみる問題の正

答率は６５％程度である。これらより、基礎的・基本的な内容については、地形図や分布図、写

真・グラフ等、具体的な資料を通して理解を深めていく指導の充実を図る必要がある。

（２）「資料活用の技能・表現」の力をみる問題の例

＜問題＞ １の２ ２の２（１）

１の２ 太郎さんは，アメリカの農業について，表１から分かることを 表１日本とアメリカの農業経営の比較

まとめました。 ① ， ② にあてはまることばの組み合わせ
として正しいものを, 次のア～エの中から一つ選び，その符号を
書きなさい。

日本と比べて，アメリカの農民一人あたりの農地面積は，は
るかに ① ，農民一人あたりの機械の保有台数は ② 。

（※選択肢は略）

２の２（１） 表１ 日本の国土における「山地と丘りょう地」、「その他の土地」の面積

よし子さんは，日本の国土における「山 面 積

地と丘りょう地」が占める割合をグラフ 山地と丘りょう地 約２７．５ 万㎢

に表すことにしました。表１を見て，解 その他の土地（台地、低地など） 約１０．３ 万㎢

答用紙のグラフを完成させなさい。 日本の国土 約３７．８ 万㎢



＜結果＞ １の２ 正答率 ８６．１％（正答…イ） ２の２（１）正答率 ２５．１％（正答 略）

＜分析＞

１の２「アメリカの農業の特色について、一人あたりの農地面積や機械の保有台数から読み取
ることができるか」をみる問題の正答率は、８６．１％、 １の３「グラフや文章から、オース
トラリアの人々の様子について読み取り、簡潔にまとめることができるか」をみる問題の正答率
が８８．２％、 ３の２「グラフ資料の百姓一揆や打ちこわしの発生件数の変化から、江戸時代

の農民の様子を読み取ることができるか」をみる問題の正答率が８９．０％であった。グラフや
図表を正しく読み取ることができる力が身に付いているといえる。
２の２（１）「面積の数値をもとに、日本の国土のうち『山地と丘陵地』が占める割合を計算
し、グラフにあらわすことができるか」をみる問題の正答率は、２５．１％であった。無回答率
が２７％程度であり、知識を基に資料を的確に作成し、理解を深めることができない生徒が多く

いると考えられる。統計資料を基にグラフや地図を作成する方法を身に付け、自ら資料を作成す
ることを通して地域的特色をとらえる視点や方法が身に付くようにする指導を充実させる必要が
ある。

（３）「思考・判断」の力をみる問題の例

＜問題＞２の１（１） ３の１

２の１（１） ア イ ウ エ

ア～エのグラフは，地図Ⅰの４つの都市の

気候と降水量を示しています。南西諸島の気

候区分にあてはまるグラフを次のア～エの中

から一つ選び，それを選んだ理由を気温と降

水量の２点から簡潔に書きなさい。

（※地図Ⅰは略）

３の１ １グループでは，外国とのかかわりについて，Ａ～Ｄのカードにまとめました。このカードを古
い順に並べ，その符号を書きなさい。

Ａ 朱印船貿易と日本町 Ｂ ペリーの来航と開国
朱印船貿易にともない，多くの日本人が海外 ペリーは，軍艦を率いて浦賀（神奈川県）
に移住し，東南アジア各地に日本町ができた。 に入港し，日本に開国を求めた。

Ｃ 島原・天草一揆と鎖国 Ｄ ロシアの接近と北方探検
島原・天草一揆の後，幕府はポルトガル船の ロシアの接近を警戒した幕府は，間宮林蔵
来航を禁止し，中国船とオランダ船のみ貿易を らに蝦夷地や樺太を探検させた。
許した。

＜結果＞２の１（１） 正答率 ６１．５％（正答 略）

３の１ 正答率 ２１．２％（正答…「Ａ→Ｃ→Ｄ→Ｂ」）

＜分析＞

２の１（１）は、日本の気候の地域差を考え、グラフを選んだ理由を『気温』と『降水量』の

２点から簡潔に記述する問題である。正答率は６０％を上回り、昨年度の類似問題より１０ポイ

ント上昇した。２の２（２）の日本と世界の川を比較し、長さや傾きの違いから日本の川の特色

を考え記述する問題の正答率は８０％程度であった。自分の考えを記述する力が伸びてきている

といえる。その一方で、１の５の中国の工業の変化について考えを記述する問題、４の７の日露

戦争時の外国とのかかわりについて考えを記述する問題の正答率は５０％を下回っている。年表、

地図やグラフ等複数の資料を活用して考察する力が不十分であるといえる。今後も、目的に応じ

て複数の資料を関連付けて考え、考えたことを整理して書く学習を充実させていく必要がある。

３の１は、「江戸時代の外国とのかかわりについて、時代の大きな流れのなかで考えることが

できるか」をみる問題である。誤答を分析すると、４つのカードが様々な順に並べられており、

一番新しい年代のＢのカードを１番または２番目に古い位置にした誤答も見られた。年表を活用

して、歴史の大きな流れのなかで各時代の特色や変化、あるいは歴史を１つの面からとらえたと

きの移り変わりについて考えていく学習の充実を図る必要がある。



３ 分析を踏まえた指導の改善
（１）指導計画の工夫改善 ※本誌、中学校第１学年の「分析を踏まえた指導の改善」を参照

（２）指導方法の工夫改善
基礎的・基本的な知識や概念の確実な習得を図る ｢書く活動｣ の充実を！
○課題に対する考えを記述する場において、意図的・計画的な机間指導を行う。
・調べ考えたことを記述する時間を十分に確保して机間指導を行う。その際、人物名や地名等、
基本的な用語を適切に使って書くことができているか、一人一人の記述を見届けることが大切

である。
○重要語句（キーワード）使って、まとめを書くようにする。
・１時間の学習のなかで確実に習得すべき知識や概念を板書に明確に示す。そして、１時間の終
末には、分かったことなどをキーワード使って簡潔にまとめるように働きかけたり、まとめた
内容を仲間と交流させたりして知識や概念が確実に習得されているか見届けたい。
○新聞、パンフレットや年表等に表現する活動を工夫する。

・学習したことを生かした多様な表現活動を行う。
新聞等に表す際は、何を表現するのかを明確に
し、見出しには地域や時代の特色を簡潔に表現
する言葉を選び出すことができるように指導す
ることが大切である。

＊右記の「スキル・アップ」コーナー参照

「略地図を描く」「グラフを作成する」指導の工夫を！
○地図やグラフに表現することのよさを実感させる。
・収集した資料や調査した内容等をもとに自ら資料を作成

することで、社会的なものの見方や考え方が高まってい
くことを実感させていくことが大切である。
○「略地図の描き方」「グラフの作成の仕方」を身に付け
る指導を意図的に行う。＊右記参照
・グラフを作成することにより、グラフ等の意味が理解

され、読み取りが深まることが期待される。 （教科書〈地理的分野〉６０ページ）

○他教科や総合的な学習の時間等との関連を図った指導を行う。
・統計資料の数値の処理においては、数学科で学んだことを想起するように働きかけたり、総合
的な学習の時間のなかで身に付けた力を活用したりすることができるようにする。
年表を積極的に活用し、歴史の大きな流れを多面的・多角的に考察し、理解する学習の充実を！
○視点を明確にして、時代の特色をとらえる指導を行う。

・「政治」「外国との関係」「社会（生活）」「産
業」「文化」などといった視点をもって、
時代をとらえることが必要である。その
ために、授業のはじめに「本時は、○○
時代を『外国との関係』という面からみ

てみよう。」など、視点を意識させ学習の
方向付けを図ることが大切である。 ＊教科書の各章末の年表参照（48,78,122,168,220ページ）

○既習を想起させる問いかけや、年表で変化を見つめることができる働きかけを行う。
・「～時代と比べるとどんなことがいえるか。」「年表から○○はどのように変化してきたといえ
るか。」などと問いかけ、他の時代との相違点や共通点を明らかにすることが大切である。

（３）学習環境の工夫、学習集団の育成等
仲間のノートや作品から学び合うことができる環境構成の工夫を！
・参考となるノートや生徒が工夫して作成した地図、年表、新聞等を積極的に紹介（掲示）する。
地図帳や年表、既習資料を主体的に活用し、考えを深めていく学習集団の育成を！
・仲間と議論し、疑問に思ったことを地図帳や年表で確かめたり、考えの根拠を問いかけ、既習
資料に着目したりして、互いの考えを深めていくことができる集団づくりを進める。

地理や歴史を学習する意義や喜びを実感できる家庭学習の工夫を！
・家庭で旅行をした地域の様子についてまとめたり、博物館の体験活動に参加したり、新聞記事
について考察したりしている姿を価値付け、広めていく。

※指導改善事例は、「岐阜県総合教育センターＨＰ 教科教育等 学力向上ＰＪ授業改善（H16～18）

及び授業改善推進プラン（H19～）」を参照する。(http://www.gifu-net.ed.jp/gec/)

【参考となる教科書（東京書籍）のコーナー】
〈地理的分野〉
「パンフレットのつくり方」（６３ページ）
〈歴史的分野〉
「レポートにまとめよう」（２２ページ）
「パンフレットにまとめよう」（１１１ページ）
「年表にまとめよう」（２１８ページ）

視点に沿って歴史の流れをとらえる


